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	【別紙】
	１　当事者の概要
	⑴ 　被申立人Ｙ１（以下「会社」という。）は、東京都品川区広町に本社（以下「本社」という。）を、同区八潮に事業所（以下「八潮事業所」という。）を有する株式会社である。会社の本社では申立外Ｚ１（以下「Ｚ１」という。）所有の鉄道車両部品の修繕、清掃業務等を、八潮事業所では申立外Ｚ２所有の車両及び建屋の清掃業務を主たる業としている。平成31年４月時点での全体の従業員数は約140名、八潮事業所は14名である。
	⑵ 　申立人Ｘ１（以下「組合」という。）は、28年６月、Ｚ１、申立外Ｚ３やその子会社等（会社を含む。）に勤務する労働者により結成された労働組合であり、八潮支部を有している。本件申立時の組合員数は17名、八潮支部は４名である。
	31年１月23日、会社のＹ２総務部長及びＹ３企画部長が、組合の八潮事業所支部の書記長であるＸ２に対し、定年退職予定日である２月末日付けでの退職届を提出するよう求めたが、Ｘ２はこれを拒否した。
	２月13日の団体交渉で、組合は、Ｚ１からの出向社員（エルダー社員）ではなく、会社の定年退職者を引き続き嘱託社員として配置するよう求めたが、会社は、欠員分は出向社員で補充する旨回答した。
	２月28日、Ｘ２は、定年により会社を退職した。
	本件は、会社がＸ２を定年退職後に嘱託社員として継続雇用しなかったことは同人が組合員であることを理由とする不利益取扱い又は組合の組織・運営に対する支配介入に当たるか否かが争われた事案である。

	４　判断の要旨

